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広島県と核兵器廃絶国際キャンペーン（ＩＣＡＮ）は，「核兵器と安全保障を学ぶ広
島－ＩＣＡＮアカデミー（以下，アカデミー）を開講し，核兵器と安全保障に関する
研修を通して，世界に具体的に貢献し，グローバルに活躍できるリーダーの育成を目
指します。 

                 

■ アカデミー概要 

アカデミーは，広島市内において７月下旬から８月上旬にかけての宿泊研修として実施し

ていますが，今年のアカデミーについては，新型コロナウイルスの世界的な感染拡大を受け

て，第一部：オンライン学習及びウェブセミナー，第二部：広島市内での宿泊研修，の二部

構成に変更します。 

広島市内での宿泊研修については，新型コロナウイルスの国内外の感染状況を慎重に考慮

した上で，実施時期を判断します。 

なお，原則として第一部，第二部両方への参加を必須とします。（ただし，第二部の日程が

現時点で未定であるため，第一部終了時に第二部への参加可能性について各参加者に再確認

します。それを踏まえて第二部の参加人数を最終決定します。） 

 

（１）第一部（オンライン学習及びウェブセミナー） 

 ７月のオンライン学習では，核兵器の人道的影響，核兵器と安全保障の政治的・法的・技

術的側面，市民社会の活動，外交と国連の役割の４つのテーマについて，オンライン教材で

学習します。ウェブセミナーでは，オンライン学習を踏まえて，被爆者を含めた講師と直接

対話し，学びを深めます。８月６日の最後のウェブセミナーでは，平和記念式典を視聴した

上で，国連，各国政府及び市民社会組織の代表者と対話し，被爆 75 年の意義と今後必要なこ

とについて考えます。 

日  程： 2020 年 7 月 13 日（月）～８月６日（木） 

 

募集人員： 30 名程度の学生もしくは若手実務者（概ね 25 歳以下） 

 核兵器国，非核兵器国からそれぞれ 15 名程度 

 ※「核兵器国」とは，核兵器不拡散条約（ＮＰＴ）に規定する核保有国（中

国，フランス，ロシア，イギリス，アメリカ）とします。「非核兵器国」は

それ以外の国々。 

 

 

 

主催：核兵器と安全保障を学ぶ広島‐ICAN アカデミー実行委員会（構成団体：広島県，ＩＣＡＮ） 

 

資料番号 地域３ 
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参 加 費： 無料 

 

配信形式： Zoom（ウェブセミナー，予定） 

※８月６日のウェブセミナーの模様は，聴講者として一般にも公開予定です。 

 

（２）第二部（広島市内での宿泊研修） 

日  程： 未定（新型コロナウイルス収束後，安全な実施が可能と判断された時期） 

※５日間程度で開催予定 

 

場  所： 広島市内の宿泊・研修施設 

 

参 加 費： 開催期間中の食費，宿泊費，資料代，視察費（入館料等）は主催者が負担し

ます。会場までの旅費の手配と経費，ビザ取得費，海外旅行保険代等，個人

的に必要な経費は自己負担となります。 

 ただし，高い意欲があり，研修の成果が今後に活かされることが大いに期待

できる者については，一定の査定を経て渡航費の補助があります。 

 

■プログラムの特徴 

○ 被爆の実相を知る。 

○ 核兵器と安全保障を巡る世界の動きを学ぶ。 

○ 世界に具体的に貢献し，グローバルに活躍するためのスキルを身につけ，これからの活 

動を提案し，創造する。 

○ 講師には，国連関係者や外交官,ＮＧＯメンバーなどをお迎えします 

※プログラムはすべて英語で実施されます。 

 

■４つのテーマ 

（１）核兵器の人道的影響 

（２）核兵器と安全保障に関する政治的・法的・技術的側面 

（３）市民社会の活動 

（４）核軍縮と安全保障のための外交と国連の役割 

 

■スケジュール（予定） 

 ７月 13 日（月）～８月６日（木） オンライン学習とウェブセミナー（計３回） 

     期間中，エッセイとフィードバックペーパーの提出 

 ８月６日（木）終了後  エッセイなどの提出 

     第二部への参加可能性についての再確認 
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■応募要件 

次のいずれにも該当すること。 

（1） 応募者は，おおむね 25 歳以下の大学生・大学院生または実務経験者であること。 

（2） 核兵器と安全保障の問題について関心が高く，国連職員や外交官，国際ＮＧＯ職員

など，同分野にかかわりのある職業に就き，国際社会に貢献することを目指しているこ

と。 

（3） 「非核兵器国」からの参加者のうち，１名は日本国籍を有する広島県在住者か，ある

いは，両親のいずれかが広島県出身者であるものとする。 

（4） 英語で行われる専門的な講義を理解し，講師及び参加者間で行う議論に積極的に参

加できること。 

（5） 本アカデミーにかかわる全ての人に対して，性別，あるいは，国籍，人種，民族，

政治的信条，宗教的思想，性的志向，身体的特徴などの多様性を理解し，敬意を払う姿

勢を有すること。 

（6） 本アカデミー実施のために，居住地においてインターネットを利用可能な環境にあ

ること。 

（7） 本アカデミー終了後，その体験や成果を生かし，積極的に活動するとともに，SNS 等

を活用して，広く情報発信ができること。 

 

 

■応募の方法及び締切 

応募書類を，下記のサイトからダウンロードし，記載，署名の上，広島県地域政策局平和推

進プロジェクト・チームに，郵送もしくは電子メールにより送付して下さい。 

【参加申込書】ここからダウンロード (Word ファイル) 

 申込書の内訳：出願者情報(本人意思確認の署名) 

    英語能力（英語を母語とする者については不要） 

    課題レポート「今日の核兵器と安全保障の現状と課題について」（700 ﾜｰﾄﾞ） 

【  締  切  】2020 年 6 月 26 日（金曜日）日本時間 17 時 00 分 [参加申込書必着] 

※参加申込書はすべて英語で記入して下さい。 

※提出書類の記載事項に変更が生じた場合は速やかに後述の応募先に報告してください。 

※提出された個人情報は広島－ＩＣＡＮアカデミー実行委員会事務局で管理し，当該活動

及び広島県あるいはＩＣＡＮが実施する各種イベントの告知以外の目的に使用することは

ありません。 

 

■選考方法等 

応募要件に沿って参加申込書の内容審査，必要に応じて英語面接を実施し合格者を決定し

ます。面接が必要な場合は Skype 等によるオンライン面接で，時期は 2020 年 7 月初旬を予定

しており、該当者には別途連絡します。 

 

（１）合格発表 

2020 年７月 10 日（金）までに応募者全員に通知します。 
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（２）決定の取り消し 

合格通知後であっても，参加者として不適当な行為や健康の理由により参加が困難と

判断される場合は，合格を取消すことがあります。 

 

 

■提出先・問合せ先 

 広島－ＩＣＡＮアカデミー実行委員会事務局 

（広島県地域政策局平和推進プロジェクト・チーム内） 

 Tel: 082-513-2368   Fax: 082-228-1614 

  Email: chiheiwa@pref.hiroshima.lg.jp 

 住所: 〒730-8511 広島市中区基町 10-52（広島県庁舎本館３階） 
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